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1．　 　 は じめ に

エ ネル ギー
及び地球環 境に 関する諸課題を解決

するため の意思 決定能力の 育成は急務と され て い

る 。 中で も学校教育に期待され る役割は重要で あ

る と考え られ て い る 。　 確か に学校教育に お ける

理科は、大多数の 国民が エ ネ ル ギーや環境につ い

て 組織 的 ・体系 的 に 学ぶ場 で あ る ため、よ り効率

的 に こ れ らの 問題 に 関す る 国民的理解を得 る 手段

として 期待度 が高 い の は充 分 に 理解 できる。しか

し、単 に 「学校 の 理科 の時間 に知識普及を図れ ば

い い 」 とい うの は短絡的す ぎる物 と思われ る。な

ぜな ら、我が国 にお い て は、IEA調査や PISAな ど

に示 され る 初等 ・中等教育段階 で の 理科 の 知識 ・

概念に対する 理 解度は国際的 に高 くて も、成 人 の

科学的リテ ラ シ
ー

は低い とい う結果 が示され て お

り、また、清水 （2003）の 成人調査 の 分析に よ り、

義務教育段階 にお ける 理科 の 知識は、数学や英語

と同様に、他教科 もっ とも保持しにくい 学力の 一

つ で ある こ とを明 らか に されて い る 。 こ の よ うな

結果か ら、学校 段階理科教育で の 成功が、そ の ま

ま市民 として の知識レベ ル を挙げて い るか どうか

は、疑問 の 余地 がある 。 そ こ で、　 「エ ネルギー．

環 境に 関する 問題 に つ い て の 知識普及 に あ た っ て

は学校 で の 理科 教育が重要 で あ る 」 と い う命題 は 、

再検証 して み る必要がある，

2，目的

　 上述 の 通 り、エ ネルギー ・環 境問題 に関す る知

識の 普 及 に お ける学校理科 教育の 重要性に つ い て

再検証する必要 がある 。 そ の 端緒 と し て、本研究

に お い て は 、 エ ネル ギー
及び環境問題に対する 関

心度の 向上 に寄与し得る要因 として 、学校教育が

どの程度関与で き る か を検証する こ とを 目的とす

る 。

3．方法

　上述 の 目的を達成するた め、本研究に お い て は、

平成 13 年に科学技術政策研究所に お い て実施され

た 「科学技術に 関する意識調査 」で収集され たデータ

を再分析する手法を用 い た。この 調査では、エ ネル ギ
ー

（原 子力発電 の 利 用）及び環境問題 に対する興味、

関心度につ い て は、「1．非常に関心 が ある」、「2 ．ある

程度関 心 が あ る」、「3．ま っ た く関 心 が な い 」の 3 件法 で

尋 ね られ て お り、本研 究 に お い て は、「非常 に 関 心 が

ある」を1、その 他 の 選 択肢 を 0 と 2値変数 に 変換させ、

これ らそれぞれ に 対す る問題 に つ い て 「非常に 関心 が

ある」か 否 か を問題とした。

　上 述の 2 つ の 関 心 度に 対する要 因として まず、学校

理科教育に か か わる変数として 、「小中学校時代理科

が好きだ っ たか否か 」 、　 「 （高校理科の 各科目）

を選択したか否か 」 、　 「大卒理系か否か 」 を設定
し た。次 に 学校教育外 の 科学的素養を高め る 要因

と して メデ ィ ア及び博物館訪問 をと りあ げ、「科 学

技術関係の 雑誌を読むか否か 」、「科学 または 自然

に関するテ レ ビ 番組 をよく見るか否か 」、「こ の
一

年 間で 自然史博物館 を訪問 したか否か 」、「こ の
一

年間で 科学技術博物館 を訪問したか否か 」、「こ の

一
年間 で 動物園 また は水族館を 3 回以上訪問 した

か否か 」の 5 要因を設定した。さらに 、これ まで の 社会

的問題に対する関心度の 分析に 於 い て （清水，2003b

）エ ネル ギ
ー

及び環境 問題 に 対す る関心度 は 、他 の

社会的な問題 に対す る 関心度 とも密接 に 関係 して い る

ことが明らかにされ て い るため、当該 調査にお い て 提

示 され て い るその 他 の 「農業問題 」、「地 域 の 学校 （教

育）」、「医学的発見 」、「科 学的発見 」、「新 し い技術

や発明1、「宇宙開発」、「国際関係 」、「経済 ・景気」、
「軍事 ・防衛問題」の 9 課題 に対する関 心度も要因と

して 設定 した 。 分析 にあた っ て は、これら各要因につ

い ても、
2 値化し、

ロ ジス ティクス 回帰分析を用 い て 、 各

要因の 相対 的効果を測定 した 。

4．結果

　エ ネル ギ
ー

に対する関心度に つ い て は、そ の 要因 と

して 「小 ・中学校時代 に 理科好きか否 か」また、「大学

で 理系に進んだか否か 」など理科教育は比較的重要

で あるこ とがあきらか にされた。その
一

方環境問題 に

対する関心度の 向上要因 に つ い て は、理科教育的

要素は低い 。 む し ろ生活科学的な関心度を高め る

こ と が重要 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ た 。
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